
(57)【要約】

【課題】起毛布帛に弾性エラストマーを含浸付与して成

る人造皮革の寸法安定性と透湿性を改善し、車両椅子張

地に適した人造皮革を得る。

【解決手段】熱収縮性マルチフィラメントと、海成分ポ

リマーと島成分ポリマーとから成る海島型複合マルチフ

ィラメントを混繊して加撚したポリエステル系極細マル

チフィラメント混用糸を経糸に適用し、ポリエステル系

捲縮マルチフィラメント糸を緯糸に適用し、朱子織組織

によって織成した織物を起毛し、弾性エラストマーを含

浸付与し、起毛面の単位面積１ｍｍ2  当たりの織組織に

おける経糸の表出面積占有率が０．７５～０．９２（７

５～９２％）、経糸密度が５～１２本／ｍｍ、緯糸密度

が１．９～７．９本／ｍｍであり、単繊維繊度が０．０

５～０．４０ｄｔｅｘの極細フィラメントに海島型複合

マルチフィラメントが割繊された人造皮革に仕上げる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ ａ ） 　 起 毛 布 帛 に 弾 性 エ ラ ス ト マ ー を 含 浸 付 与 し て 成 る 人 造 皮 革 に お い て 、
（ ｂ ） 　 起 毛 布 帛 が 、 織 物 の 表 面 を 起 毛 処 理 し て 成 り 、
（ ｃ ） 　 そ の 織 物 の 経 糸 に は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と 、 そ の ポ リ
エ ス テ ル 系 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト よ り も 単 繊 維 繊 度 が 細 く ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ４ ０ ｄ ｔ
ｅ ｘ の ポ リ エ ス テ ル 系 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 混 用 し た ポ リ エ ス テ ル 系 極 細 マ ル チ フ ィ
ラ メ ン ト 混 用 糸 が 適 用 さ れ 、 緯 糸 に は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 捲 縮 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 が 適 用
さ れ て お り 、
（ ｄ ） 　 起 毛 面 の 経 緯 各 １ ｍ ｍ と な る 単 位 面 積 （ １ ｍ ｍ 2  ） に 現 れ る 織 組 織 に お け る 経 糸
の 表 出 面 積 占 有 率 が ０ ． ７ ５ ～ ０ ． ９ ２ （ ７ ５ ～ ９ ２ ％ ） で あ り 、
（ ｅ ） 　 経 糸 密 度 が ５ ～ １ ２ 本 ／ ｍ ｍ で あ り 、
（ ｆ ） 　 弾 性 エ ラ ス ト マ ー の 含 浸 付 与 後 に 研 磨 処 理 さ れ て 起 毛 面 が 毛 羽 立 っ て い る 人 造 皮
革 。
【 請 求 項 ２ 】
（ ｇ ） 　 弾 性 エ ラ ス ト マ ー と し て シ リ コ ン 系 エ ラ ス ト マ ー が 含 浸 付 与 さ れ て い る 前 掲 請 求
項 １ に 記 載 の 人 造 皮 革 。
【 請 求 項 ３ 】
（ ｂ １ ） 　 起 毛 布 帛 を 構 成 す る 織 物 の 起 毛 面 に お け る 織 組 織 が 五 枚 経 朱 子 織 組 織 で あ る 前
掲 請 求 項 １ と ２ の 何 れ か に 記 載 の 人 造 皮 革 。
【 請 求 項 ４ 】
（ ｂ ２ ） 　 起 毛 布 帛 を 構 成 す る 織 物 の 織 組 織 が 二 重 織 組 織 で あ る 前 掲 請 求 項 １ と ２ の 何 れ
か に 記 載 の 人 造 皮 革 。
【 請 求 項 ５ 】
（ ｂ ３ ） 　 起 毛 布 帛 を 構 成 す る 織 物 の 織 組 織 が 二 重 織 組 織 で あ り 、 起 毛 面 に お け る 表 織 組
織 が 五 ～ 八 枚 経 朱 子 織 組 織 で あ る 前 掲 請 求 項 １ と ２ の 何 れ か に 記 載 の 人 造 皮 革 。
【 請 求 項 ６ 】
（ ｃ １ ） 　 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト が 、 海 成 分 ポ リ マ ー と 島 成 分 ポ リ マ ー と か ら 成 る 海 島
型 複 合 繊 維 に 成 り 、 製 織 後 に 海 成 分 ポ リ マ ー が 溶 解 除 去 さ れ て 単 繊 維 繊 度 ０ ． ０ ５ ～ ０ ．
４ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 極 細 フ ィ ラ メ ン ト に 極 細 化 さ れ て い る 前 掲 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ の 何
れ か に 記 載 の 人 造 皮 革 。
【 請 求 項 ７ 】
（ ｈ ） 　 弾 性 エ ラ ス ト マ ー の 含 浸 付 与 前 後 （ 前 ま た は 後 ） に 、 起 毛 面 に エ ン ボ ス 処 理 が 施
さ れ て お り 、 そ の エ ン ボ ス 処 理 に よ っ て 付 形 さ れ た 凹 部 の 深 さ が ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、
そ の エ ン ボ ス 処 理 の 施 さ れ た 起 毛 面 の 経 緯 各 １ ｃ ｍ と な る 単 位 面 積 （ １ ｃ ｍ 2  ） に お い て
凹 部 の 占 め る 面 積 占 有 率 が ０ ． １ ～ ０ ． ３ （ １ ０ ～ ３ ０ ％ ） で あ る 前 掲 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３
、 ４ 、 ５ 、 ６ の 何 れ か に 記 載 の 人 造 皮 革 。
【 請 求 項 ８ 】
（ ｉ ） 　 経 糸 に 弾 性 糸 が 混 用 さ れ て い る 前 掲 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ の 何 れ か
に 記 載 の 人 造 皮 革 。
【 請 求 項 ９ 】
（ ｊ ） 　 緯 糸 に 導 電 糸 が 混 用 さ れ て い る 前 掲 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ８ の 何
れ か に 記 載 の 人 造 皮 革 。
【 請 求 項 １ ０ 】
（ ｋ ） 　 前 掲 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ８ 、 ９ の 何 れ か に 記 載 の 人 造 皮 革 の 裏
面 に 裏 打 処 理 を 施 し て 成 る 車 両 椅 子 張 地 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 起 毛 布 帛 に 弾 性 エ ラ ス ト マ ー を 含 浸 付 与 し て 成 る 人 造 皮 革 に 関 す る も の で あ
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る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 海 成 分 ポ リ マ ー と 島 成 分 ポ リ マ ー か ら 成 る 海 島 型 複 合 繊 維 に 成 る 原 布 を 、 そ の 海 成 分 ポ
リ マ ー が 溶 解 可 能 な 溶 液 で 処 理 し 、 海 成 分 ポ リ マ ー を 溶 解 除 去 し て 海 島 型 複 合 繊 維 を 島 成
分 ポ リ マ ー に 成 る 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と し 、 起 毛 処 理 を 施 し 、 弾 性 エ ラ ス ト マ ー を 含
浸 付 与 し て 人 造 皮 革 と す る こ と は 公 知 で あ り 、 そ の 付 与 す る 弾 性 エ ラ ス ト マ ー に は ポ リ ウ
レ タ ン エ ラ ス ト マ ー 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ・ ブ タ ジ エ ン ラ バ ー 、 ブ タ ジ エ ン ラ バ ー 、 天 然 ゴ
ム 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ ア ミ ド 等 が 使 用 さ れ 、 原 布 は 、 海 島 型 複 合 繊 維 の ウ エ ブ に ニ ー
ド ル パ ン チ ン グ を 施 し た 不 織 布 、 或 い は 、 そ の ウ エ ブ を 織 物 や 編 物 に ニ ー ド ル パ ン チ ン グ
を 施 し て 芯 地 付 き 不 織 布 と し て 調 整 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ４ ３ ０ ８ ５ ２ 号 （ 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ０ ２ ８ ３ 号 公 報 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 布 帛 の 起 毛 処 理 は 、 特 許 第 ３ ４ ３ ５ ９ ５ ７ 号 （ 特 開 平 ９ － ２ １ ７ ２ ６ ５ 号 公 報 ） 、 特 許
第 ３ ２ ４ ４ １ ７ ３ 号 （ 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ４ ６ １ ７ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ ２ ０ ０ ３ ９ ５ 号 （ 特
開 平 １ １ － ２ １ ７ ６ ０ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ ２ ０ ０ ３ ７ ３ 号 （ 特 開 平 １ １ － １ １ ０ ３ ７ ６ 号
公 報 ） 、 特 許 第 ２ ６ ４ ６ ６ ３ ５ 号 （ 特 開 平 １ － ２ ５ ０ ４ ６ ３ 号 公 報 ） 、 特 公 昭 ６ ２ － ５ ６
２ ６ １ 号 （ 特 開 昭 ５ ６ － １ ２ ３ ４ ６ ７ 号 公 報 ） に 記 載 さ れ て い る 通 り 、 針 布 や サ ン ド ペ ー
パ ー が 周 面 に 巻 き 付 け ら れ て い て 回 転 す る 起 毛 ロ ー ル に 布 帛 を 通 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 人 造 皮 革 の 原 布 に は 、 特 許 第 ３ ４ １ ０ ５ ７ ７ 号 （ 特 開 平 ８ － ２ ４ ６ ３ ５ ７ 号 公 報 ） 、 特
許 第 ３ ２ ８ ０ ３ ０ ２ 号 （ 特 開 平 １ １ － ２ ６ ９ ７ ５ １ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ １ ５ ５ １ ３ ５ 号 （
特 開 平 ７ － １ ２ ６ ９ ８ ６ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ １ ２ ８ ３ ７ ５ 号 （ 特 開 平 ６ － ２ ４ ０ ５ ８ ４ 号
公 報 ） 、 特 許 第 ３ １ ２ ８ ３ ３ ３ 号 （ 特 開 平 ５ － ３ ３ ９ ８ ６ ４ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ １ ２ ６ ５
６ ６ 号 （ 特 開 平 ７ － １ ２ ６ ９ ８ ５ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ １ ０ ９ ７ ９ ３ 号 （ 特 開 平 ７ － １ ７ ３
７ ７ ８ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ １ ０ ９ ７ ６ ４ 号 （ 特 開 平 ５ － ２ ７ ９ ９ ６ ５ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３
１ ０ ９ ７ ６ １ 号 （ 特 開 平 ５ － ２ ７ ２ ０ ６ ９ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ ０ ９ ０ ７ ４ ９ 号 （ 特 開 平 ５
－ １ ５ ６ ５ ７ ９ 号 公 報 ） 、 特 許 第 ３ ０ ４ ３ １ ３ １ 号 （ 特 開 平 ５ － ５ １ ８ ８ １ 号 公 報 ） 、 特
許 第 ３ ０ ０ ８ ４ １ ４ 号 （ 特 開 平 ３ － １ ３ ７ ２ ８ １ 号 公 報 ） 、 特 公 平 ６ － ５ ５ ９ ９ ９ 号 （ 特
開 昭 ６ ２ － ６ ２ ９ ９ １ 号 公 報 ） 、 特 公 平 ６ － ２ ９ ８ ４ 号 （ 特 開 昭 ６ １ － ２ ０ ７ ６ ７ ４ 号 公
報 ） に 記 載 さ れ て い る 通 り 、 起 毛 ロ ー ル に よ っ て 起 毛 し 易 い 不 織 布 が 汎 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 起 毛 処 理 は 織 物 表 面 に も 施 す こ と が 出 来 、 起 毛 毛 羽 の 多 く は 起 毛 ロ ー ル の 回 転 方 向 に 直
交 す る 織 物 の 緯 糸 の 繊 維 に よ っ て 構 成 さ れ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
　 織 物 と 起 毛 布 帛 の 原 布 と し 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 エ マ ル ジ ョ ン を 含 浸 付 与 し て 仕 上 げ ら れ
た 人 造 皮 革 が 公 知 で あ り 、 そ の 原 布 は 、 五 枚 朱 子 両 面 緯 二 重 織 組 織 に よ っ て 織 成 さ れ 、 経
糸 密 度 を １ ５ ０ 本 ／ 吋 、 緯 糸 密 度 を ２ ２ ４ 本 ／ 吋 、 又 は 、 経 糸 密 度 を １ ４ ７ 本 ／ 吋 、 緯 糸
密 度 を １ ９ ２ 本 ／ 吋 と し 、 経 糸 に は ポ リ エ ス テ ル 仮 撚 嵩 高 加 工 糸 （ ８ ２ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ３
６ ｆ ） を 使 用 し 、 緯 糸 に は 、 経 糸 に 比 し て 単 繊 維 繊 度 が 細 く 、 起 毛 し 易 い ポ リ エ ス テ ル フ
ィ ラ メ ン ト 糸 （ １ ２ １ ． １ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ３ ６ ６ ｆ 、 又 は 、 ６ ０ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ １ ９ ６ ｆ ） を
使 用 し 、 緯 糸 密 度 を 経 糸 密 度 に 比 し て 緻 密 に し て 起 毛 し 易 く 原 布 織 物 を 構 成 し て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 平 ３ － ７ ３ ６ ６ ２ 号 公 報 （ 第 ４ 欄 ２ ８ 行 と ３ ６ ～ ３ ７ 行 、 第 １ ０ 欄 ２
４ ～ ３ ２ 行 、 第 １ 図 、 第 ２ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 公 平 ７ － ７ ２ ３ ９ ３ 号 公 報 （ 特 開 昭 ６ ３ － １ ３ ５ ５ ７ ０ 号 公 報 、 実 施 例
１ と ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 繊 維 ウ エ ブ に 成 る 不 織 布 を 原 布 と す る 人 造 皮 革 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） は 、 伸 び 易
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く 保 形 性 を 欠 き 、 弛 み 皺 が 生 じ 易 い の で 車 両 椅 子 張 地 と し て は 使 用 し 難 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 繊 維 ウ エ ブ を 基 布 に 重 ね て ニ ー ド ル パ ン チ ン グ を 施 し た 芯 地 付 き 不 織 布 を 原 布 と す る 人
造 皮 革 で は 、 保 形 性 は 確 保 さ れ る も の の ス ト レ ッ チ 性 （ 弾 性 伸 縮 ） を 欠 き 、 繊 維 ウ エ ブ と
基 布 と の 複 層 構 造 を 成 し て い る こ と か ら し て 粗 硬 で 縫 製 し 難 く 、 感 触 や 座 り 心 地 の 点 で も
車 両 椅 子 張 地 に 求 め ら れ る 品 質 確 保 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 織 物 を 原 布 と す る 人 造 皮 革 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 ） で は 、 芯 地 付 き 不 織 布 を 原 布 と
す る 人 造 皮 革 と 同 様 に 保 形 性 は 確 保 さ れ る も の の ス ト レ ッ チ 性 を 欠 き 、 軽 く 起 毛 す る と き
は 起 毛 斑 が 生 じ 、 強 く 起 毛 す る と き は 強 度 低 下 を 招 く と 共 に 、 掻 き 出 さ れ る 起 毛 毛 羽 が 長
く な り 過 ぎ て 、 全 体 が 分 厚 く な り 、 含 浸 付 与 す る 樹 脂 に よ っ て 粗 硬 に 仕 上 が り 、 車 両 椅 子
張 地 に は 不 向 き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 含 浸 付 与 す る 弾 性 エ ラ ス ト マ ー と し て ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 を 適 用 し た 在 来 の 人 造
皮 革 で は 、 車 両 椅 子 張 地 に 強 く 要 求 さ れ る 高 い 耐 光 性 を 確 保 し 難 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 保 形 性 、 ス ト レ ッ チ 性 、 耐 光 性 に 優 れ 、 感 触 が 柔 ら か く 、 薄 手 で 通 気
性 を 有 し 、 縫 製 し 易 く 、 特 に 車 両 椅 子 張 地 に 適 し た 人 造 皮 革 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 （ ａ ） 　 起 毛 布 帛 に 弾 性 エ ラ ス ト マ ー を 含 浸 付 与 し て 成 る 人 造 皮 革 に お い て
、 （ ｂ ） 　 起 毛 布 帛 が 、 織 物 の 表 面 を 起 毛 処 理 し て 成 り 、 （ ｃ ） 　 そ の 織 物 の 経 糸 に は 、
ポ リ エ ス テ ル 系 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と 、 そ の ポ リ エ ス テ ル 系 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ
ラ メ ン ト よ り も 単 繊 維 繊 度 が 細 く ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ４ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の ポ リ エ ス テ ル 系 極 細 マ ル
チ フ ィ ラ メ ン ト を 混 用 し た ポ リ エ ス テ ル 系 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 混 用 糸 が 適 用 さ れ 、 緯
糸 に は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 捲 縮 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 が 適 用 さ れ て お り 、 （ ｄ ） 　 起 毛 面 の
経 緯 各 １ ｍ ｍ と な る 単 位 面 積 （ １ ｍ ｍ 2  ） に 現 れ る 織 組 織 に お け る 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率
が ０ ． ７ ５ ～ ０ ． ９ ２ （ ７ ５ ～ ９ ２ ％ ） で あ り 、 （ ｅ ） 　 経 糸 密 度 が ５ ～ １ ２ 本 ／ ｍ ｍ で
あ り 、 （ ｆ ） 　 弾 性 エ ラ ス ト マ ー の 含 浸 付 与 後 に 研 磨 処 理 さ れ て 起 毛 面 が 毛 羽 立 っ て い る
こ と を 第 １ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 は 、 上 記 第 １ の 特 徴 に 加 え て 、 （ ｇ ） 　 弾 性 エ ラ ス ト マ ー と し て シ
リ コ ン 系 エ ラ ス ト マ ー が 含 浸 付 与 さ れ て い る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 は 、 上 記 第 １ と 第 ２ の 何 れ か の 特 徴 に 加 え て 、 （ ｂ １ ） 　 起 毛 布 帛
を 構 成 す る 織 物 の 起 毛 面 に お け る 織 組 織 が 五 枚 経 朱 子 織 組 織 で あ る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 特 徴 は 、 上 記 第 １ と 第 ２ の 何 れ か の 特 徴 に 加 え て 、 （ ｂ ２ ） 　 起 毛 布 帛
を 構 成 す る 織 物 の 織 組 織 が 二 重 織 組 織 で あ る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 特 徴 は 、 上 記 第 １ と 第 ２ の 何 れ か の 特 徴 に 加 え て 、 （ ｂ ３ ） 　 起 毛 布 帛
を 構 成 す る 織 物 の 織 組 織 が 二 重 織 組 織 で あ り 、 起 毛 面 に お け る 表 織 組 織 を 五 ～ 八 枚 経 朱 子
織 組 織 と し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 特 徴 は 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ お よ び 第 ５ の 何 れ か の 特 徴 に 加 え
て 、 （ ｃ １ ） 　 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト が 、 海 成 分 ポ リ マ ー と 島 成 分 ポ リ マ ー と か ら 成 る
海 島 型 複 合 繊 維 に 成 り 、 製 織 後 に 海 成 分 ポ リ マ ー が 溶 解 除 去 さ れ て 単 繊 維 繊 度 ０ ． ０ ５ ～
０ ． ４ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 極 細 フ ィ ラ メ ン ト に 極 細 化 さ れ て い る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 特 徴 は 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ お よ び 第 ６ の 何 れ か の 特 徴
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に 加 え て 、 （ ｈ ） 　 弾 性 エ ラ ス ト マ ー の 含 浸 付 与 前 後 （ 前 ま た は 後 ） に 、 起 毛 面 に エ ン ボ
ス 処 理 が 施 さ れ て お り 、 そ の エ ン ボ ス 処 理 に よ っ て 付 形 さ れ た 凹 部 の 深 さ が ０ ． ３ ｍ ｍ 以
上 で あ り 、 そ の エ ン ボ ス 処 理 の 施 さ れ た 起 毛 面 の 経 緯 各 １ ｃ ｍ と な る 単 位 面 積 （ １ ｃ ｍ 2  
） に お い て 凹 部 の 占 め る 面 積 占 有 率 を ０ ． １ ～ ０ ． ３ （ １ ０ ～ ３ ０ ％ ） と し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ８ の 特 徴 は 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ 、 第 ６ お よ び 第 ７ の 何 れ か
の 特 徴 に 加 え て 、 （ ｉ ） 　 経 糸 に 弾 性 糸 が 混 用 さ れ て い る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ９ の 特 徴 は 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ 、 第 ６ 、 第 ７ お よ び 第 ８ の
何 れ か の 特 徴 に 加 え て 、 （ ｊ ） 　 緯 糸 に 導 電 糸 が 混 用 さ れ て い る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 両 椅 子 張 地 は 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ 、 第 ５ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８
、 第 ９ の 何 れ か の 特 徴 を 具 備 す る 人 造 皮 革 の 裏 面 に 裏 打 処 理 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 『 起 毛 面 の 経 緯 各 １ ｍ ｍ と な る 単 位 面 積 （ １ ｍ ｍ 2  ） に 現 れ る 織 組 織
に お け る 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 』 と は 、 人 造 皮 革 の 原 布 と な る 織 物 、 或 い は 、 起 毛 布 帛 、
或 い は 、 人 造 皮 革 の 表 面 に 現 れ る 経 糸 の 織 物 、 或 い は 、 起 毛 布 帛 、 或 い は 、 人 造 皮 革 の 全
面 に 占 め る 面 積 占 有 率 を 意 味 せ ず 、 そ の 人 造 皮 革 の 原 布 と な る 織 物 の 織 組 織 図 （ 図 面 ） に
枡 目 に よ っ て 表 示 さ れ る 経 糸 の 組 織 点 の 面 積 が 、 そ の 織 組 織 図 （ 図 面 ） 全 体 の 面 積 に 占 め
る 比 率 を 意 味 す る 。
　 そ の 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 を 具 体 的 に 示 す と 、 平 織 組 織 の 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 は ５ ０
％ 、 ２ ／ １ 綾 織 組 織 の 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 は ６ ７ ％ 、 ３ ／ １ 綾 織 組 織 や 四 枚 破 れ 経 朱 子
織 組 織 の 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 は ７ ５ ％ 、 五 枚 経 朱 子 織 組 織 の 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 は ８
０ ％ 、 八 枚 経 朱 子 織 組 織 の 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 は ８ ５ ％ 、 十 二 枚 経 朱 子 織 組 織 の 経 糸 の
表 出 面 積 占 有 率 は ９ ２ ％ に な る 。
　 従 っ て 、 『 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 』 と は 、 狭 義 に 言 え ば 、 本 発 明 の 人 造 皮 革 の 原 布 で あ
る 織 物 の 織 組 織 を 、 四 枚 破 れ 経 朱 子 織 組 織 か ら 十 二 枚 経 朱 子 織 組 織 ま で の 一 連 の 各 経 朱 子
織 組 織 と す る こ と 意 味 す る 。
　 従 っ て 、 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 を ０ ． ７ ５ ～ ０ ． ９ ２ （ ７ ５ ～ ９ ２ ％ ） に す る と 言 う こ
と は 、 具 体 的 に 言 え ば 、 緯 糸 が 織 物 や 起 毛 布 帛 や 人 造 皮 革 の 表 面 に 殆 ど 露 出 し て い な い こ
と を 意 味 す る と 言 う こ と も 出 来 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 織 物 の 起 毛 面 に は 、 上 記 の よ う に 、 緯 糸 １ １ が 殆 ど 露 出 し て お ら ず 、 又 、 そ の
起 毛 面 を 構 成 し て い る 経 糸 １ ２ が 短 繊 維 で 出 来 て い て 毛 羽 立 ち 易 い 紡 績 糸 で は な く マ ル チ
フ ィ ラ メ ン ト 糸 で あ り 、 経 糸 １ ２ の 長 さ 方 向 と 起 毛 ロ ー ル の 回 転 方 向 が 平 行 に な る の で 、
起 毛 面 は 起 毛 処 理 に お い て 毛 羽 立 ち 難 い 。
　 し か し 、 本 発 明 で は 、 経 糸 密 度 が ５ ～ １ ２ 本 ／ ｍ ｍ と 極 緻 密 で あ り 、 起 毛 面 の １ ｍ ｍ 2  
当 り の 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 が ０ ． ７ ５ ～ ０ ． ９ ２ で あ り 、 そ の 起 毛 面 の 殆 ど 全 て を 占 め
る 経 糸 １ ２ に 単 繊 維 繊 度 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ４ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ の 極 細 フ ィ ラ メ ン ト が 混 在 し て お り
、 隣 合 う 経 糸 １ ２ と 経 糸 １ ２ の 間 の 境 目 １ ３ が 殆 ど 目 立 た ず 、 起 毛 処 理 に よ っ て 毛 羽 立 ち
難 い と し て も 経 糸 １ ２ が 嵩 高 に 脹 ら み 、 加 え て 、 極 細 フ ィ ラ メ ン ト と 一 緒 に 経 糸 １ ２ に 混
在 す る 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と の 収 縮 差 に よ っ て 、 極 細 フ ィ ラ メ ン ト が 起 毛 面 に 隆
起 し 、 特 に 、 経 糸 １ ２ に 弾 性 糸 を 混 用 す る と き は 極 細 フ ィ ラ メ ン ト が 隆 起 し 易 く 、 そ の 一
部 が 削 り 取 ら れ て 毛 羽 立 っ た 観 を 呈 し 、 起 毛 面 が ヌ バ ッ ク 調 に な る 。
　 特 に 、 弾 性 エ ラ ス ト マ ー の 含 浸 付 与 後 に 研 磨 処 理 す る と き は 、 弾 性 エ ラ ス ト マ ー に 包 ま
れ て 補 強 さ れ た 極 細 フ ィ ラ メ ン ト が 起 毛 面 に 隆 起 し て い る の で 、 そ の 極 細 フ ィ ラ メ ン ト を
包 む 弾 性 エ ラ ス ト マ ー の 皮 膜 が 破 ら れ る と 共 に 、 極 細 フ ィ ラ メ ン ト が 切 削 さ れ 、 そ の 切 削
面 １ ４ が 毛 羽 立 っ た 観 を 呈 す る よ う に な り 、 弾 性 エ ラ ス ト マ ー の 皮 膜 が 亀 裂 し て 原 布 織 物
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の 透 湿 性 が 取 り 戻 さ れ 、 同 時 に 、 弾 性 エ ラ ス ト マ ー が 濡 れ 感 と ス ト レ ッ チ 性 を 与 え る の で
、 原 布 織 物 と し て の 保 形 性 を 有 す る 人 造 皮 革 が 得 ら れ 、 弾 性 エ ラ ス ト マ ー と し て シ リ コ ン
系 エ ラ ス ト マ ー の 適 用 に よ っ て 、 ヌ メ リ 感 が あ っ て 耐 光 性 に 優 れ 、 撥 水 性 と 防 汚 性 （ ソ イ
ル リ リ ー ズ ） 、 防 融 性 （ 耐 タ バ コ 火 ） を 有 し 、 車 両 椅 子 張 地 に 適 し た 人 造 皮 革 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 で は 、 起 毛 処 理 に よ っ て 起 毛 毛 羽 を 長 く 掻 き 出 す の で は な く 、 熱 収 縮 性 マ ル チ フ
ィ ラ メ ン ト と の 収 縮 差 に 応 じ て 隆 起 し た 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 嵩 高 に 開 毛 し 、 も っ て
、 毛 羽 立 っ た 感 触 を 醸 し 出 し 、 同 時 に 、 そ の 後 の 研 磨 処 理 に お い て 極 細 フ ィ ラ メ ン ト を 切
削 し て 起 毛 面 を 毛 羽 立 っ た 風 合 い に 仕 上 げ る の で 、 そ の 起 毛 面 に 分 厚 い 起 毛 毛 羽 層 は 形 成
さ れ な い 。
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 エ ン ボ ス 処 理 に よ る 表 面 凹 凸 に よ っ て 肉 厚 感 を 付 与 す る の で あ る
が 、 そ の 凹 凸 に よ っ て 人 造 皮 革 の 比 表 面 積 （ 外 気 に 触 れ る 面 積 ） が 増 え 、 そ の 凹 部 が 保 湿
機 能 を 発 揮 し 、 又 、 そ の 凹 部 の 底 部 （ 谷 底 ） で は 人 造 皮 革 の 厚 み が 薄 く な る の で 、 透 湿 性
と 可 撓 性 を 増 し 、 保 形 性 、 ス ト レ ッ チ 性 、 耐 光 性 に 優 れ 、 感 触 が 柔 ら か く 、 薄 手 で 透 湿 性
を 有 し 、 縫 製 し 易 く 、 特 に 車 両 椅 子 張 地 に 適 し た 人 造 皮 革 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 原 布 織 物 の 起 毛 面 に 緯 糸 １ １ が 露 出 し て お ら ず 、 従 っ て 、 緯 糸 １ １ が
起 毛 処 理 に よ っ て 損 傷 を 受 け る こ と は な く 、 又 、 緯 糸 に は 製 織 過 程 に お い て 経 糸 に 作 用 す
る よ う な 強 い テ ン シ ョ ン は 作 用 し な い 。
　 こ の た め 緯 糸 に 導 電 糸 を 適 用 し て も 、 製 織 過 程 や 起 毛 処 理 に お い て 導 電 糸 の 通 電 可 能 な
電 気 的 連 続 性 が 保 た れ 、 導 電 糸 に よ っ て 起 毛 面 の 美 観 （ 彩 色 ） が 損 な わ れ る こ と が な く 、
内 装 材 に 適 し た 制 電 性 人 造 皮 革 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 経 糸 を ポ リ エ ス テ ル 系 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と 、 そ の ポ リ エ ス
テ ル 系 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト よ り も 単 繊 維 繊 度 が 細 く ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ４ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ
の ポ リ エ ス テ ル 系 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 混 用 （ 混 繊 　 及 び ／ 又 は 　 加 撚 ） し た ポ リ エ
ス テ ル 系 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 混 用 糸 と す る の は 、 上 記 の 通 り 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ
ン ト と の 収 縮 差 に よ っ て 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 隆 起 さ せ 、 起 毛 処 理 に お い て 嵩 高 に 脹
ら み 易 く す る た め で あ る 。
　 そ の た め に は 、 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と の 収 縮 率 差 が ８ ％ 以 上 に な る よ う に 、 沸 騰 水
中 で の 熱 収 縮 率 が 少 な く と も １ ０ ％ 、 好 ま し く は １ ５ ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ２ ０ ％ 以 上
の ポ リ エ ス テ ル 系 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を 経 糸 に 混 用 し 、 そ の 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ
ラ メ ン ト と 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と の 混 繊 比 を 、 前 者 ２ ～ ５ に 対 し 後 者 ８ ～ ５ 、 即 ち 、
熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト の 混 用 率 を ２ ０ ～ ５ ０ 質 量 ％ に 、 好 ま し く は ２ ５ ～ ４ ０ 質 量
％ に 、 概 し て ２ ８ 質 量 ％ 前 後 と し 、 研 磨 処 理 に お い て 切 削 さ れ た 毛 羽 を 構 成 す る こ と に な
る 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト の 混 用 率 を 多 く す る 。
　 経 糸 へ の 弾 性 糸 の 混 用 も 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト の 混 用 と 同 じ 理 由 に よ る も の で あ
り 、 そ の 混 用 率 は ５ ～ ２ ５ 質 量 ％ に 、 概 し て １ ０ 質 量 ％ 前 後 に す る と よ い 。
　 経 糸 に 使 用 す る ポ リ エ ス テ ル 系 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 混 用 糸 は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 熱 収
縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と 、 ０ ． ０ ５ ５ ～ ０ ． ２ ２ ｄ ｔ ｅ ｘ の ポ リ エ ス テ ル 系 極 細 マ ル チ
フ ィ ラ メ ン ト を 混 繊 し 加 撚 し た ポ リ エ ス テ ル 系 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 混 繊 実 撚 糸 と す る
と よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 を 設 定 す る 単 位 面 積 を １ ｍ ｍ 2  と し 、 経 糸 の 表
出 面 積 占 有 率 を ０ ． ７ ５ ～ ０ ． ９ ２ と す る の は 、 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト が 起 毛 処 理 に お
い て 長 く 浮 き 出 た 長 い 起 毛 毛 羽 を 形 成 す る こ と な く 、 そ れ が 細 か く 均 一 に 隆 起 し て 起 毛 布
帛 の 観 を 呈 す る よ う に す る た め で あ る 。
　 そ の よ う に 隆 起 し て 開 毛 し た 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト に よ っ て 起 毛 面 が 緻 密 に 覆 わ れ る
よ う に す る に は 、 Ｋ ＝ （ 経 糸 の 総 デ ニ ー ル ） × （ 経 糸 密 度 ） 1 / 2  と し て 算 出 さ れ る 経 糸 の
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カ バ ー フ ァ ク タ ー （ Ｋ ） （ 経 糸 密 度 は 、 イ ン チ 当 り の 経 糸 の 本 数 （ 本 ／ 吋 ） と し て 設 定 さ
れ る 。 ） が １ ２ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ に 、 好 ま し く は ２ ４ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ０ に な る よ う に 、 経 糸 の
総 繊 度 と 経 糸 密 度 を 設 定 す る と よ い 。
　 緯 糸 密 度 は 、 １ ． ９ ～ ７ ． ９ 本 ／ ｍ ｍ に す る と よ い 。
　 原 布 織 物 を 二 重 織 組 織 と す る 場 合 、 そ の 裏 織 組 織 は 、 表 織 組 織 よ り も 枚 数 の 多 い 朱 子 織
組 織 と す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 を 、 海 成 分 ポ リ マ ー と 島 成 分 ポ リ マ ー と か ら 成 る 海 島 型 複 合
繊 維 と し て 適 用 す る の は 、 そ れ が 製 織 過 程 で 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト の 形 態 が 海 成 分 ポ リ
マ ー に よ っ て 破 断 損 傷 す る こ と な く 維 持 さ れ る よ う に す る た め で あ る 。
　 そ の 海 成 分 ポ リ マ ー の 溶 解 除 去 さ れ た 経 糸 で は 、 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト の 各 極 細 フ ィ
ラ メ ン ト が 密 着 状 態 に あ る 。
　 起 毛 処 理 は 、 そ の 密 着 状 態 か ら 極 細 フ ィ ラ メ ン ト を 解 放 し 、 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を
嵩 高 に 開 繊 す る た め に 施 さ れ 、 そ の 起 毛 処 理 は 、 隣 合 う 経 糸 １ ２ と 経 糸 １ ２ の 間 の 境 目 １
３ に 沿 っ て 出 来 る 織 組 織 の 地 模 様 が 掻 き 消 さ れ る 程 度 に 軽 く 施 せ ば 済 む 。
　 そ の よ う に 本 発 明 で は 、 起 毛 処 理 を 軽 く 施 す だ け で 充 分 で あ り 、 又 、 経 糸 １ ２ の 長 さ 方
向 と 起 毛 ロ ー ル の 回 転 方 向 が 平 行 で あ り 、 経 糸 密 度 を ５ ． ９ ～ １ １ ． ８ 本 ／ ｍ ｍ 、 概 し て
５ ～ １ ２ 本 ／ ｍ ｍ と し て 単 位 面 積 （ １ ｍ ｍ 2  ） 当 た り の 経 糸 の 表 出 面 積 占 有 率 を ０ ． ７ ５
～ ０ ． ９ ２ と す る と き は 、 平 織 （ 一 重 織 物 ） や 多 重 織 物 の 表 織 組 織 に お け る 緯 糸 密 度 も 経
糸 密 度 と 同 等 の ５ ． ９ ～ １ １ ． ８ 本 ／ ｍ ｍ 、 概 し て ５ ～ １ ２ 本 ／ ｍ ｍ と な り 、 接 結 点 と 接
結 点 の 間 で 浮 き 出 る 経 糸 の 長 さ も 略 １ ｍ ｍ 未 満 と な る の で 、 そ の 浮 き 出 た 経 糸 １ ２ （ 極 細
フ ィ ラ メ ン ト ） が 起 毛 ロ ー ル に 掻 き 上 げ ら れ て 破 断 す る 程 度 も 極 少 な く 、 且 つ 又 、 起 毛 ロ
ー ル の 回 転 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 長 く 続 く と は 言 え 、 緯 糸 １ １ （ 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ
ン ト ） は 、 殆 ど 起 毛 面 に 露 出 し て い な い の で 、 起 毛 ロ ー ル か ら 殆 ど 損 傷 を 受 け な い 。
　 そ の よ う に 、 起 毛 処 理 に よ っ て 緯 糸 １ １ も 経 糸 １ ２ も 殆 ど 損 傷 を 受 け な い の で 、 本 発 明
の 人 造 皮 革 は 、 強 度 的 に 優 れ 、 車 両 椅 子 張 地 に 適 し た も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 起 毛 面 に エ ン ボ ス 処 理 に よ る 凹 部 を 線 状 に 施 す 場 合 、 そ の 隣 合 う 線 状 凹 部 の 型 際 と 型 際
の 間 の 最 小 寸 法 、 即 ち 、 そ の 隣 合 う 線 状 凹 部 と 線 状 凹 部 に 出 来 る 凸 部 の 幅 は 、 ３ ｍ ｍ 以 下
、 好 ま し く は １ ｍ ｍ 以 下 に す る と よ い 。
　 起 毛 面 に エ ン ボ ス 処 理 に よ る 凹 部 を 点 （ ド ッ ト ） 状 に 施 す 場 合 、 そ の 凹 部 （ ド ッ ト ） の
大 き さ （ 面 積 ） は １ ｍ ｍ 2  以 下 と し 、 隣 合 う 凹 部 （ ド ッ ト ） の 型 際 と 凹 部 （ ド ッ ト ） の 型
際 の 間 の 最 小 寸 法 を ３ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は １ ｍ ｍ 以 下 に す る 。
　 起 毛 布 帛 に 含 侵 付 与 す る 弾 性 エ ラ ス ト マ ー は 、 エ マ ル ジ ョ ン タ イ プ の も の で も 、 有 機 溶
剤 溶 液 タ イ プ の も の で あ っ て も よ い 。
　 起 毛 布 帛 に 含 侵 付 与 す る 弾 性 エ ラ ス ト マ ー の 含 侵 付 与 量 （ 乾 燥 質 量 ） は 、 ６ ０ ｇ ／ ｍ 2  
以 下 、 特 に 、 エ ン ボ ス 処 理 を 施 さ な い 場 合 は １ ０ ～ ３ ０ ｇ ／ ｍ 2  （ 概 し て ２ ５ ｇ ／ ｍ 2  前
後 ） で よ い が 、 エ ン ボ ス 処 理 を 施 す 場 合 は 、 ２ ０ ｇ ／ ｍ 2  以 上 （ ２ ０ ～ ６ ０ ｇ ／ ｍ 2  ） に
す る と よ い 。
　 車 両 椅 子 張 地 に 適 用 す る た め の 人 造 皮 革 の 裏 打 処 理 は 、 バ ッ キ ン グ 剤 （ 裏 打 用 接 着 剤 ）
を 裏 面 に 塗 布 し て 行 わ れ る が 、 そ の 裏 打 処 理 に お い て は 予 め 裏 面 を 起 毛 処 理 し て お く と よ
い 。
　 そ の 場 合 、 裏 面 は 起 毛 面 と は 逆 に 緯 糸 で 覆 わ れ て い る の で 毛 羽 立 ち 易 く 、 そ の 起 毛 毛 羽
が 絡 合 す る の で 、 バ ッ キ ン グ 剤 の 塗 布 量 は 少 な く て 済 み 、 人 造 皮 革 の 可 撓 性 や 通 気 性 が 保
た れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 ７ ５ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ５ ０ ｆ ・ １ ７ 分 割 型 ポ リ エ ス テ ル 海 島 複 合 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と ７ ５ ｄ
ｔ ｅ ｘ ／ １ ２ ｆ ポ リ エ ス テ ル 高 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト （ 沸 騰 水 中 熱 収 縮 率 ２ ０ ％ ）
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と ２ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ １ ｆ ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 と を エ ア カ バ ー 方 式 で 混 繊 し て 加 撚 し た 実 撚 糸
を 経 糸 １ ２ と し 、 １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ２ × ３ ６ ｆ ポ リ エ ス テ ル 高 捲 縮 仮 撚 加 工 糸 １ ２ ａ を 表
緯 糸 と し 、 １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ２ × ３ ６ ｆ ポ リ エ ス テ ル 高 捲 縮 仮 撚 加 工 糸 １ １ ｂ お よ び １ ５
０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ３ ０ ｆ ポ リ エ ス テ ル 中 捲 縮 仮 撚 加 工 糸 と ２ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ６ ｆ 導 電 糸 を 合 撚 し
た 導 電 合 撚 糸 １ １ ｃ を 裏 緯 糸 と し 、 裏 織 組 織 （ 図 ２ － ｂ ） に お い て は １ ５ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ３
０ ｆ ポ リ エ ス テ ル 中 捲 縮 仮 撚 加 工 糸 １ １ ｂ と 導 電 合 撚 糸 １ １ ｃ を 前 者 ４ 本 に つ き 後 者 １ 本
の 割 合 で 打 ち 込 ん で 織 成 し た 図 ２ に 図 示 す る 五 枚 経 朱 子 織 組 織 の 緯 二 重 織 物 を ア ル カ リ 減
量 処 理 し て 海 島 複 合 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト を １ ７ 本 の 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト に 分 割 し 、 染
色 後 の 加 熱 過 程 で ポ リ エ ス テ ル 高 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト （ 経 糸 １ ２ ） を 熱 収 縮 さ せ
、 シ リ コ ン 系 エ ラ ス ト マ ー （ 有 機 溶 剤 溶 液 タ イ プ ） を ３ ０ ｇ ／ ｍ 2  （ 乾 燥 質 量 ） 含 浸 付 与
し 、 起 毛 面 に 研 磨 処 理 を 施 し て 、 経 糸 密 度 ６ ． ７ 本 ／ ｍ ｍ 、 緯 糸 密 度 ７ ． １ 本 ／ ｍ ｍ の 人
造 皮 革 を 得 た 。
　 図 ２ に お い て 、 （ ａ ） は 緯 二 重 織 物 の 五 枚 経 朱 子 織 組 織 図 、 （ ｂ ） は 緯 二 重 織 物 の 五 枚
経 朱 子 表 織 組 織 図 、 （ ｃ ） は 緯 二 重 織 物 の 十 枚 経 朱 子 裏 織 組 織 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 ７ ５ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ５ ０ ｆ ・ １ ７ 分 割 型 ポ リ エ ス テ ル 海 島 複 合 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト と ３ ０ ｄ
ｔ ｅ ｘ ／ １ ２ ｆ ポ リ エ ス テ ル 高 熱 収 縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト （ 沸 騰 水 中 熱 収 縮 率 ２ ０ ％ ）
と を イ ン タ ー レ ー ス 方 式 で 混 繊 し て 加 撚 し た 実 撚 糸 を 経 糸 １ ２ と し 、 １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ２
× ３ ６ ｆ ポ リ エ ス テ ル 高 捲 縮 仮 撚 加 工 糸 １ ２ ａ を 表 緯 糸 と し 、 １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ２ × ３ ６
ｆ ポ リ エ ス テ ル 高 捲 縮 仮 撚 加 工 糸 １ １ ｂ お よ び １ ５ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ３ ０ ｆ ポ リ エ ス テ ル 中 捲
縮 仮 撚 加 工 糸 と ２ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ６ ｆ 導 電 糸 を 合 撚 し た 導 電 合 撚 糸 １ １ ｃ を 裏 緯 糸 と し 、 裏
織 組 織 （ 図 ２ － ｂ ） に お い て は １ ５ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ ／ ３ ０ ｆ ポ リ エ ス テ ル 中 捲 縮 仮 撚 加 工 糸 １
１ ｂ と 導 電 合 撚 糸 １ １ ｃ を 前 者 ４ 本 に つ き 後 者 １ 本 の 割 合 で 打 ち 込 ん で 織 成 し た 五 枚 経 朱
子 織 組 織 （ 図 ２ － ａ ） の 緯 二 重 織 物 を ア ル カ リ 減 量 処 理 し て 海 島 複 合 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト
を １ ７ 本 の 極 細 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト に 分 割 し 、 染 色 後 の 加 熱 過 程 で ポ リ エ ス テ ル 高 熱 熱 収
縮 性 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト （ 経 糸 １ ２ ） を 熱 収 縮 さ せ 、 シ リ コ ン 系 エ ラ ス ト マ ー （ 有 機 溶 剤
溶 液 タ イ プ ） を ３ ０ ｇ ／ ｍ 2  （ 乾 燥 質 量 ） 含 浸 付 与 し 、 起 毛 面 に 研 磨 処 理 を 施 し て 、 経 糸
密 度 ６ ． ７ 本 ／ ｍ ｍ 、 緯 糸 密 度 ７ ． １ 本 ／ ｍ ｍ の 人 造 皮 革 を 得 た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 人 造 皮 革 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 人 造 皮 革 の 織 組 織 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ １ ： 緯 糸
１ ２ ： 経 糸
１ ３ ： 境 目
１ ４ ： 切 削 面
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